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はじめに
南極大陸は地形と地質構造によりウェッデル
海とロス湾を境にして東南極と西南極に分け
られる．東南極楯状地は先カンブリア時代～
古生代前期の岩石で成り立っている．このう
ちエンダービーランドは東南極の中でも非常に
古い始生代の岩石が分布する範囲である．約
7-10億年前にロディニア大陸の誕生に伴うグ
レンビルイベントが起こり，約5-6億年前にゴ
ンドワナ大陸形成に伴うパンアフリカンイベ
ントが起こった．東南極・オーストラリア・
インド大陸から東ゴンドワナ大陸が，アフリ
カ・南アメリカ大陸から西ゴンドワナ大陸が
形成された．しかし，約1億8000万年前に分
裂し始め，現在の大陸配置となった(国立極地
研究所，2004)．

目的
高岡他(2013)と山本(2015)はアパタイトを用
いたフィッショントラック法により，ゴンド
ワナ大陸が西ゴンドワナと東ゴンドワナ大陸
に分裂して以降の冷却過程についていくつか
の岩体について報告した(リュツォ・ホルム岩
体(西側)；176-467Ma, リュッツォホルム岩
体(東側) ; 350-380Ma, やまとベルジカ岩
体；243Ma, ナピア岩体；268-425Ma)．本
研究では同じ試料のジルコンでU-Pb測定を行
い，この地域におけるゴンドワナ大陸やロ
ディニア大陸形成の影響を調べ，より詳細な
熱履歴を明らかにする．

U-Pb年代測定既報紹介
リュッツォホルム岩体西側では520-550Ma
や，1000Maという年代が報告されている
（Shiraishi et al. 2003)．リュッツォホルム岩
体の日の出岬では，西側とは異なり500Ma前
後の値は見られないが約1000Maの年代が報
告されている(本吉他，2005)．やまとべルジ
カ岩体からはリュッツォホルム岩体西側と同
様の年代が出された(Shiraishi et al., 2003)．
ナピア岩体では3500-3800Maに岩体が完成
し，2800-3000Maに超高温変成を受け，約
2500Ma以後は大きな変成は受けていないと
考えられている(Harley and Black, 1997)．
本研究ではリュツォ・ホルム岩体から8試
料(E01，LANG1，SV1B，SV3，RK2，
ARP04，HND01，NO2)，やまとベルジカ岩
体から1試料 (Y 1 )，ナピア岩体から4試
料(0112101A，0112120A，0112901A，
FH03)，全13試料についての分析を行った．

実験
ジルコンを写真撮影の後テフロンシートもし
くは樹脂に埋め込み，中心くらいまで研磨し
た．研磨後，透過光による顕微鏡写真および
カソードルミネッセンス(CL)画像を取得し，
ジルコンの内部構造を明らかにしたうえで 
LA-ICP-MSを用いてU，Pb濃度の測定を行っ
た(Hasebe et al., 2013)．例を図１に示す．
算出した値を，コンコーディアダイアグラム
にプロットし，コンコーディアにのったもの
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のみをラディアルプロットで示した (図2)．

結果と考察
ラディアルプロットで得られた年代はリュッ
ツォホルム岩体西側で550-650Ma，日の出岬
で970-1000Ma，やまとべルジカ岩体で
550Ma，ナピア岩体で2500-2700Maとなり
先行研究の結果と整合的だった（表１）．
リュッツォホルム岩体西側ではすべての試料
で ゴ ン ド ワ ナ 大 陸 形 成 に よ る 影 響
（500-650Ma）が見られた．約1000Maのロ
ディニア大陸形成による影響はリュッツォホル
ム岩体西側の全粒子中53％で見られたが，
SV1Bの試料では確認することができなかっ
た．リュッツォホルム岩体東側の日の出岬で
は西側と異なりゴンドワナ大陸形成の影響は
見られず，約1000Maの年代が得られた．やま
とべルジカ岩体についてはュッツォホルム岩
体西側のSV1B, ARP04とよく似た結果が得ら
れた．ナピア岩体では2500Ma以降の年代は
出されず，原生代以降は安定していたことが分
かった．
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図１．Y1（やまとべルジカ岩体）のジルコン粒子を例として示す分析手順（a） 研磨前のジルコンの実体顕
微鏡写真，（b）マウント後研磨したジルコンの透過光顕微鏡写真，（c）研磨1回目のCL画像と²⁰⁶Pb/²³⁸U
年代， 赤丸はコンコーディアにのった測定点，黄丸はコンコーディアにのらなかった測定点．（d）研磨2回
目のCL画像と²⁰⁶Pb/²³⁸U年代測定．

図２．Y1（やまとべルジカ岩体）を例にして示すコンコーディア図とラディアルプロットによる年代値．左
図の数字はディスコーディアとコンコーディアの交点の年代，右図の数字はラディアルプロットによる中央
値．
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